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不登校急増（中学生4,917人9.61％）の原因
テスト漬けの競争教育やめよ

　大阪市教教育研究集会に向け港支部は分科会
のビラ

を独自に作成。新採用３年目までの教職員に郵
送しま

した。また他支部の知り合いにも「広めてくだ
さい」

と手紙と数枚のビラを入れて郵送しました。東
南支部

もビラを職場や知り合い、支部行事参加者に呼
びかけ

ました。北大阪支部ではバーベキューなどの秋
のとり

くみを紹介しています。城北支部や障教部はこ
れまで

のつながりを活かして職場や知り合いの人に
声をか

け、参加者を募っています。

　教員採用選考テストの結果が発表されました
。講師

の仲間に声をかけ、組合の存在や大切さを話し
てくだ

さい。そして加入をすすめましょう！

教研の支部独自ビラで教研の支部独自ビラで
秋の支部行事参加呼びかけも秋の支部行事参加呼びかけも

｢試験不安｣高く｢動機づけ｣低い
日本の児童生徒の意識の特徴

「試験不安」と「学習への動機づけ」に関する各国・
地域の位置づけ　本田由紀『「日本」ってどんな国？』

　

日
本
の
教
育
の
特
質

は
、
①
学
力
水
準
の
高

さ
、
格
差
の
小
さ
さ
、

②
１
学
級
当
た
り
の
児

童
生
徒
数
の
多
さ
、
③

教
員
の
長
時
間
労
働
、

④
指
導
の
質
に
関
す
る

問
題
、
⑤
児
童
生
徒
の

意
識
等
の
特
徴
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

　

日
本
の
高
学
力
は
、

学
ぶ
こ
と
の
意
味
に
つ

い
て
の
思
考
や
、
児
童

生
徒
自
身
に
よ
る
模
索

や
試
行
錯
誤
と
じ
っ
く

り
し
た
本
質
的
な
学
習

が
閑
却
さ
れ
て
い
る
と

い
う
代
償
の
も
と
に
成

立
し
て
い
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。

　
「
試
験
不
安
」は
か
な

り
高
く
、「
学
習
へ
の
動

機
づ
け
」
は
各
国
内
で

最
低
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

学
齢
期
の
年
齢
層
の
不

登
校
、
自
殺
、
い
じ

め
、
暴
力
行
為
は
急
増

し
て
お
り
、「
過
去
最

多
」
数
が
毎
年
更
新
さ

れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
高
学
力
と

い
う
一
点
に
す
が
る
教

育
が
設
計
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
に
伴
う
弊
害

は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　

過
去
の
慣
性
に
抗
し

て
学
校
と
言
う
巨
大
な

制
度
を
変
革
す
る
こ
と

は
困
難
な
課
題
で
あ
る

が
、
そ
の
問
題
を
直
視

し
脱
却
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。（
本
田

由
紀
『
母
と
子
の
健

康
』
第
83
号
25
年
６
月

発
行
）

○１学級平均生徒数（2020年）
中学校 小学校

日本 32人 27人
OECD平均 23人 21人
EU23カ国平均 21人 20人
○多人数の学級が多い都道府県
ほど、生徒の自信は下がる傾向

子どもと楽しむ科学工作
12月20日 13：30
大阪市教育会館東館

わくわくひろばわくわくひろば

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議
（
市
対
連
）
は
９
月

５
日
、「
26
年
度
大
阪

市
予
算
に
対
す
る
要
望

書
」
交
渉
（
教
育
行

政
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

負
担
と
な
っ
て
い
る

「
学
力
向
上
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
市
教
委

は
、「
授
業
参
観
に
お

い
て
は
、
学
習
指
導
案

を
略
案
に
す
る
等
、
教

員
の
負
担
軽
減
に
努

め
、
学
習
指
導
案
作
成

等
に
つ
い
て
『
業
務
の

持
ち
帰
り
』
が
発
生
し

な
い
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
…
新
任
教
員

研
修
の
研
究
授
業
に
お

い
て
は
、
昨
年
度
は
複

数
の
参
加
者
が
あ
る
こ

と
と
学
習
指
導
案
（
略

案
不
可
）
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
複
数

の
参
加
者
が
あ
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
」
と

答
え
ま
し
た
。

　

大
阪
市
で
不
登
校
が

急
増
し
23
年
度
中
学
生

が
４
９
１
７
人
、
在
籍

比
率
９
・
61
％
の
実
態

を
示
し
、
テ
ス
ト
漬
け

の
競
争
教
育
を
止
め
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た

が
、
回
答
書
で
は
「
不

登
校
」
に
一
切
触
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

橋
下
徹
市
長
の
就
任

後
か
ら
増
加
し
て
い
る

グ
ラ
フ
、
日
本
は
「
試

験
不
安
」
が
高
く
な
っ

て
い
る
デ
ー
タ
も
示
し

ま
し
た
。
別
項
に
あ
る

よ
う
に
日
本
は
、「
テ

ス
ト
が
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
よ
く
心
配
に

な
る
」、「
学
校
で
悪
い

成
績
を
と
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
に
な
る
」

な
ど
５
つ
の
質
問
項
目

で
「
試
験
不
安
」
が
諸

外
国
に
比
べ
極
め
て
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
学
習
へ
の
動
機
づ

け
」
も
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

小
学
校
３
年
生
か
ら

の
学
力
経
年
調
査
・
す

く
す
く
ウ
ォ
ッ
チ
・
全

国
学
力
テ
ス
ト
・
中
学

生
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

の
「
テ
ス
ト
漬
け
サ
イ

ク
ル
」
を
止
め
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

　

１
学
級
の
平
均
生
徒

数
も
多
く
、
多
人
数
の

学
級
が
多
い
都
道
府
県

ほ
ど
、「
生
徒
の
自

信
」
は
下
が
る
傾
向
で

す
。
学
校
統
廃
合
を
や

め
少
人
数
学
級
実
現
を

求
め
ま
し
た
。

　

学
校
統
廃
合
の
問
題

で
、
保
護
者
や
地
域
住

民
の
意
見
を
軽
視
す
る

「
新
指
針
」
の
撤
回
を

求
め
ま
し
た
（
２
面
参

照
）。

　

物
価
高
騰
の
影
響
は

深
刻
で
す
。
大
阪
市
の

実
態
調
査
・
報
告
書
も

求
め
て
い
る
よ
う
に
就

学
援
助
制
度
の
捕
捉
率

を
上
げ
る
こ
と
、「
隠

れ
教
育
費
」
の
軽
減
、

教
育
費
完
全
無
償
化
に

進
む
べ
き
で
す
。

　

教
員
配
置
の
問
題

で
、
９
月
現
在
欠
員
は

小
学
校
14
、
中
学
校

３
、
養
護
教
職
員
の

「
預
け
加
配
」
は
小
学

校
11
、
中
学
校
７
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
休
暇
の
同
居
・

扶
養
の
要
件
が
削
除
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

（
配
偶
者
、
父
母
、

子
、
配
偶
者
の
父
母
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、

孫
）。
就
学
時
健
康
診

断
の
負
担
軽
減
、
養
護

教
諭
の
複
数
配
置
（
概

算
要
求
で
基
準
引

下
）、「
通
級
に
よ
る
指

導
」「
巡
回
通
級
」、
学

校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
、
学
校
事
務
職
員
の

働
き
方
改
革
、
講
師
の

待
遇
、
正
規
採
用
化
な

ど
引
き
続
き
交
渉
の
課

題
で
す
。

　

大
阪
市
教
は
９
月
18

日
、
労
働
条
件
改
善
・

専
門
部
要
求
書
提
出
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

給
与
特
別
措
置
法

（
給
特
法
）
等
改
定
法

が
６
月
成
立
し
ま
し

た
。
政
府
・
文
部
科
学

省
、
修
正
案
に
賛
成
し

た
政
党
も
含
め
て
教
職

員
の
処
遇
改
善
や
時
間

外
勤
務
の
縮
減
が
必
要

と
の
認
識
が
一
致
し
た

と
も
い
え
ま
す
が
、

「
定
額
働
か
せ
放
題
」

を
温
存
す
る
も
の
で
容

認
で
き
ま
せ
ん
。

　

文
科
省
は
ど
の
法
律

に
も
な
い
「
在
校
等
時

間
」
で
月
30
時
間
の
時

間
外
勤
務
を
容
認
し
ま

し
た
。「
こ
れ
は
法
律
に

も
と
づ
く
行
政
の
範
囲

を
超
え
た
、
行
政
府
に

よ
る
労
基
法
の
書
き
換

え
」
で
あ
る
と
高
橋
哲

大
阪
大
学
準
教
授
が
厳

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　

「
教
員
の
時
間
外
労

働
を『
労
働
時
間
』と
認

め
ず
に
、
ど
う
し
て
労

働
時
間
の
削
減
が
で
き

る
の
か
？
文
科
省
の
定

め
る
指
針
や
、
教
育
委

員
会
の
策
定
す
る
業
務

量
管
理
計
画
を
遵
守
せ

よ
と
い
う
の
は
虫
の
い

い
話
で
し
か
な
い
。
ま

ず
は
、
実
際
に
発
生
し

て
い
る
教
員
の
時
間
外

勤
務
を
『
労
基
法
上
の

労
働
時
間
』
と
し
て
認

め
る
こ
と
、
こ
れ
が
働

き
方
改
革
の
『
一
丁
目

一
番
地
』」要
求
書
第
一

項
で
、「
授
業
準
備
時

間
、
時
間
外
に
発
生
し

て
い
る
校
務
、
分
掌
し

て
い
る
部
活
動
は
『
労

働
時
間
』
で
あ
り
、
教

員
に
も
残
業
代
を
支
給

す
る
こ
と
」
を
求
め
ま

し
た
。
こ
れ
は
厚
労
省

の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
く
要
求
で
す
。

　

給
特
法
等
改
定
法
附

則
、
附
帯
決
議
に
基
づ

き
以
下
要
求
し
ま
し

た
。
〇
教
職
員
１
人
当

た
り
の
担
当
す
る
授
業

時
数
を
削
減
す
る
こ

と
。
〇
教
職
員
定
数
の

標
準
を
改
定
す
る
こ

と
。
〇
講
師
の
給
料
表

を
速
や
か
に
「
２
級
」

に
す
る
こ
と
。

　

通
常
学
級
担
任
の
み

の
手
当
支
給
な
ど
差
別

支
給
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。青
年
・

女
性
・
幼
稚
園
・
事
務
職

員
・
養
護
教
職
員
・
栄
養

教
職
員
・
障
害
児
教
育
・

臨
時
教
職
員
部
が
要
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

少
人
数
学
級・教
育
費
軽
減
市
会
陳
情

労働条件
専 門 部

定
額
働
か
せ
放
題 

ダ
メ
ダ
メ

授
業
時
間
数
削
減 

提
出
要
求
書

市対連市対連
交　渉交　渉


